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▶「来年の話をすると鬼が笑う」ということわざがあ
りますが，弊誌では鋭意来年の企画も進行中です。
弊誌だけでなく，これから「雑誌」というものをどの
ような形で届けていくのが，読者の皆さまにとって手
に取りやすく役に立つのか，考える時期に来ていま
す。取り上げる内容はもちろんですが，雑誌のあり方
についても皆さまのお声をお寄せいただけたらと考
えています。▶先ほどのことわざではありませんが
「先のことは分からない」出来事が自分の身にも降
りかかってきました。スポーツ中にアキレス腱を断裂
し，手術のために入院をしました（今年に入って2
度目の入院）。入院期間は2泊 3日と短く済みまし
たが，松葉づえで日々過ごしています。入院と手術
を経験し，普段できていたことが急にできなくなり，自
分がどのようなものを大事にしていたか考えさせられ
ました。ACPの話題を耳にする機会も増えましたが，
自分の希望を考えるときになって初めて気づくことも
多いと思います。けがが治ったら実家の両親とも少
しずつ話をしたいと思う秋の夜でした。� （石塚）

▶2018 年の同時改定は，2025年に向けた実質
的に最後の同時改定の機会ということで非常に注
目が集まっていました。本特集座談会で迫井正深
先生が話されたように，“生活を支える医療”とい
う理念が全面に打ち出された制度設計が示されま
した。いよいよ「看護の時代」が本格的に到来し
たと感じています。医療の進歩により病と共存して生
活を続けることが当たり前になり，必要に応じて病
院にかかりながら療養生活を続ける人が増えてい
ます。近年の診療報酬改定では，これを支える看
護師の実践「退院支援」に手厚い評価がなされ
てきましたが，今回はさらに大きく前進し「入院前か
らの退院支援」が評価されました。この領域を開
拓し牽引してきた宇都宮宏子先生のお力添えによ
り，1冊まるごと特集として入退院支援の制度と最
前線の実践をお届けさせていただくことができまし
た。▶今後は，「おうちに帰ること」を支援する看
護師さんの卓越した実践を，市民に届ける方法を
模索してみたいと思います。� （小齋）
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全員発揮のリーダーシップ 
チーム力を高める病棟・組織づくり
これからのリーダーシップのあり方として，「シェアド・リーダーシップ（shared leadership）」に注
目が集まっています。公式のリーダー1 人だけではなく，そこにいるメンバー全員が責任感を持ち，
必要に応じて自分なりの強みを生かしたリーダーシップを発揮する。結果としてチームが結束し，
パフォーマンスも向上するという概念です。以前から海外ではリーダーシップ研究の中心的なテー
マとなっており，シェアド・リーダーシップが職場にもたらす有効性を示す文献が数多く示されてい
るそうです。�  
本特集では，このシェアド・リーダーシップを「全員発揮のリーダーシップ」として紹介します。考
え方の全体像や，個人と組織が実践するための方法論，そしてすでに実践している施設の看護
管理者からの報告から構成します。

なぜ今，全員発揮のリーダーシップなのか◉保田江美
・多様性の高まる今だからこそ，全員発揮のリーダーシップが必要
・リーダーシップ論の系譜から現在の全員発揮のリーダーシップが注目される流れを整理
・全員発揮のリーダーシップ─シェアド・リーダーシップとは　　ほか
【実践報告：全員発揮のリーダーシップを促す取り組み】病棟看護チーム編◉加納江利子
【実践報告：全員発揮のリーダーシップを促す取り組み】組織全体編・1◉別府千恵
【実践報告：全員発揮のリーダーシップを促す取り組み】組織全体編・2◉杉原多可子
【実践報告レビュー】ここが全員発揮のリーダーシップ！◉保田江美
【対談】「全員がリーダーシップを発揮する組織」をいかに開発するか
立教大学経営学部ビジネス・リーダーシップ・プログラムの知見から◉舘野泰一／保田江美

巻頭

大学院で学ぶ看護管理学
現場の実践から新たな「知」を生むために㉓（最終回）
東京医療保健大学大学院

facebookアカウントをお持ちの方は「医学書院
『看護管理』」で検索していただき，「いいね！」を
お願いします。
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。

facebook，twitterやってます！
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